
〇基礎情報

（施策のねらい）
１　施策指標と実績（Do）

（評価の見方） Ｓ 事業の指標を概ね（80%）達成し、成果があがった Ａ 事業の指標は達成できなかったが、成果はあがった Ｂ 事業の指標を概ね（80%）達成し、成果は今後見込める
Ｃ 事業の指標は達成できなかったが、成果は今後見込める Ｄ 事業の指標を概ね達成したが、成果は見込めない Ｅ 事業の指標を達成できず、成果も見込めない
Ｚ 未着手事業（計画していたが未実施に終わった） 実績なし 事業実施の体制は整えていたが、実績がなかった（実施計画期間中で当該年度は実施予定のないものを含む）

２　政策的事業の実績（令和2年度）

再任用短時間 会計年度任用職員 派遣職員

R2年度

新型コロナウイルス感染症対策のため、事業はすべて中
止としたが、市ホームページに「ちがさきの栄養教室～
知って実践！食べて健康（おすすめレシピ）～」を開設し、
テーマに合わせた栄養情報等を掲載するとともに、
Twitterやメール配信等により、普及啓発を実施した。

2 人 24 人

4 　母子保健対策の充実

5 0

42.88 人 6,144 時間

がん検診受診率 5.4% 6.0% 5.6% 5.4% 4.5%

　食育についての正しい知識の普及

人

6 0
14.0% 11.6% 11.9%

健康増進事業への参加者数

事務事業評価表

課名 健康増進課 作成責任者 常勤職員 常勤職員以外 総従事者 時間外勤務時間

1 　健康づくりの推進
施策指標名

4次実施計画の
現状値

目標値
（R2年度）

実績値
H30年度 R元年度

総人工 総時間 一人あたり月平均
施策目標 28 　こころとからだを健康にできる環境をつくる 山田　りさ子

管理職 左記以外
21.3 時間0 人 58 人 0

1,684名 1,800名 1,839名 1,428名 34名
3 　各種検診の受診率の向上

3歳6か月児歯科健康診査のう蝕有病者率 15.2% 14.9%

2

事務事業の取組結果と成果（効果）　（Plan　/　Do）

R2実績値
どうなったか（生ま
れた成果・効果）

どう働きかけた結果
（手段・方法）

R2目標値事務事業の指標
Ｒ元決算(円) R2決算(円)

取組
時間

事務
改善

休・
廃止

評価

健康イベントの参加
者数　0人
ホームページ掲載件
数　2件
広報紙掲載　2回
ラジオ放送　3回

新型コロナウイルス感染症対策のため、事業はすべて中
止とした。
歯科保健、糖尿病予防、女性の健康週間について、広報
紙や市ホームページ、ラジオ等を活用して普及啓発を実
施した。
所管する３つの計画（食育推進計画、健康増進計画、歯
及び口腔の健康づくり推進計画）について、令和３年度か
ら１２年度を期間とする新たな計画を策定した。

800人

健康イベント（歯科保
健、糖尿病予防、女性
の健康週間）の参加者
数

Action

No.
事務事業

(第4次実施計画)
施
策

従事
者数

会計
区分

Ｒ元予算(円) R2予算(円) 何・誰に対して
（対象）

126,833

244,000

食生活改善普及啓
発展示会場数及び
延べ日数　0箇所（0
日）
ホームページ掲載件
数　9件
Twitter・メール配信
8件

1,716,337 9,188,765

2 栄養改善事業 1 0.97 一般

665,000

Ｃ 減少

2,361,000 10,713,000

8箇所
(140日）

食生活改善普及啓発展
示会場数及び延べ日数

1 健康増進事業 1 2.86 一般

590,827

Ａ 減少

Check



主に４０歳以上の市民を対象に、肝炎ウイルス抗体検査
を実施し、重症化を予防することで市民の健康増進を図っ
た。

妊婦に対して母子手帳および妊婦健康診査補助券を交
付し必要時には保健指導を行い妊婦の健康管理及び健
康増進を図った。※妊婦健診利用率は延利用者数÷（妊
娠届出数（初産＋経産）×１４回）

乳幼児の保護者に対して、発育・発達の遅れに関する相
談や親子教室を実施し、育児不安の軽減に努めた。
※新型コロナウイルス感染症対策のため、定員、回数を
見直して実施した。

乳幼児とその保護者を対象に、発育・発達、育児、栄養等
の相談・指導を行い健康の維持増進、育児支援を行っ
た。
※新型コロナウイルス感染症の影響で８月まで中止、９月
からは感染対策のため地域での開催を見合わせるととも
に、定員を減として実施。要フォロー者には電話にてフォ
ローした。

初妊婦と初めて父親になる人（祖父母等含）を対象に安心
して妊娠、出産、育児ができるための知識と技術を普及す
るため教室を開催する予定であったが、新型コロナウイル
ス感染症対策のため、事業を中止した。産後の子育てが
イメージできるようなワークを取り入れるなど、内容を変更
して「たまごクラス」と名称も変更。ママサポ教室時から関
心の高い、沐浴の方法については、ちがさき動画ライブラ
リーにて配信を行った。

新型コロナウイルス感染症対策のため、事業はすべて中
止とした。
こどもたいけん☆ワイワイまつりにて、親子で楽しめる調
理のZOOM生配信を行い、食育に関する普及啓発を実施
した。

369,375,779

変動
なし

42.5%
７５歳以上および生活保護受給者の市民を対象に、健康
診査受診の勧奨及び健康診査を実施し、生活習慣病の
早期発見、早期治療を促し、健康増進を図った。

48.3%受診率

Ａ3 がん検診事業 3 2.60 一般
421,551,000 408,495,000

4.5%
主に４０歳以上の市民を対象に、がん検診受診の勧奨及
びがん検診を実施し、早期発見、早期治療を促し、健康増
進を図った。

6.0%胃がん検診受診率
407,361,236

変動
なし

Ａ

177,623,409

5
成人歯科健康診査
事業

3 0.44 一般
3,702,000 3,793,000

3,437,777 3,275,208

増加Ｓ

0.66%1.25%受診率
４０～７４歳の市民を対象に、歯周疾患の早期発見・早期
治療を促し、市民の健康増進を図った。

4 健康診査事業 3 1.16 一般
189,475,000 190,589,000

172,494,425

1,663,259 0

7
肝炎ウイルス検診事
業

3 0.36 一般
1,513,000 1,717,000

Z 減少
0

6 口腔がん検診事業 3 0.21 一般
1,664,000

1,184,910 1,660,137

0人

6.1%

100人

13%

受診者数

４０歳の受診率

新型コロナウイルス感染症対策のため、事業はすべて中
止とした。

変動
なし

Ａ

9
母子健康手帳交付・
妊婦健康診査事業

4 2.56 一般
99,304,000 107,295,000

89,295,045 92,596,129

減少Ａ

88.3%

580人
(５回）

88%

食育推進事業(食育フェ
スタ、講演会、研修会）
への参加者数

妊婦健康診査費用補助
券の利用率

0人
こどもたいけん☆ワ
イワイまつりにおけ
る生配信　１回

15,000

0

4,703,000 3,807,000

Ａ 減少

1,904,000

8 食育推進事業 2 0.80 一般

260,000

188,624

親子教室年
年３２回
こども相談
年８４回
低出生体重児交流
会
年０回

2.50%

親子教室
年６０回
こども相談
年９６回
低出生児体重交流
会　年４回

75%

実施回数

２歳児歯科相談におけ
る、１歳６か月児健診で
の要フォロー者の相談
率

10
乳幼児育成指導事
業

4

変動
なし

Ｓ

Ｃ

2,102,147 1,829,656

たまごクラス　ママの
日　0回
たまごクラス　パパマ
マの日　0回
ちがさき動画ライブラ
リーでの配信件数
１件

プレママ教室年12回
ママサポ教室年12回

実施回数

1.69 一般

2,339,000

54,366

減少Ａ

3,959,553 3,806,818

12 母子保健指導事業 4 6.52 一般

222,000 90,000

192,304

減少11
乳幼児健康・育児相
談事業

4 3.27 一般



３　実施計画事業（政策的事業（政策的事業のない課かいは一般管理事務等））の総括評価

４　Actionにチェックの入った今年度「事務改善」を行う事業
No.

５　Actionにチェックの入った今年度「休・廃止」を検討する事業
No.

生後４か月までの子どものいる家庭及び支援が必要な家
庭に訪問し、安心して子育てができるよう支援を行った。

新型コロナウイルス感染症の影響により、離乳食講習会
は９月まで中止し、１０月から定員を減らして再開した。講
話と離乳食の展示により、離乳食の知識の普及を行っ
た。また、１歳児の食事と歯の教室は中止し、親子食育教
室に代わるものとして、こどもたいけんワイワイまつりにお
いて、おやこで楽しめる調理のZOOM生配信を行った。

妊産婦等に対して面接・電話相談を実施して、個々に応じ
た保健指導や情報提供を行い育児不安の軽減に努め
た。

小児慢性特定疾病児に対して必要な日常生活用具を給
付し、在宅療養生活の便宜を図った。

後期高齢者に対して、健康管理及び疾病の予防に係る自
助努力についての支援を行い、健康増進を図った。

相談対応件数

0.80 一般

366,000

減少98.40%

離乳食講習会の参
加人数　113人
こどもたいけん☆ワ
イワイまつりにおけ
る生配信　１回

98%

460人

こんにちは赤ちゃん訪問
実施率

離乳食講習会の参加人
数

Ｓ13
母子保健訪問指導
等事業

4 2.88 一般
11,314,000 10,046,000

6,670,129 9,077,488

変動
なし

-

Ｓ

269,392 46,514

15
母子保健コーディ
ネーター事業

4 0.36 一般
3,185,000 4,127,000

Ａ 減少

57,000

14
母子栄養健康づくり
事業

4

3,184,140 4,087,095
1,537件

100%

低栄養　89.8％
健康状態不明
84.1％

1,700件

Ｓ

256,260

17
後期高齢者保健事
業

1 1.93 一般
0 984,000

0 981,351

増加Ｓ16
小児慢性特定疾病
児童日常生活用具
給付事業費

4 0.11 一般
51,000 257,000

50,150
100%

低栄養　100％
健康状態不明
100％

給付対象者への対応率

ハイリスクアプローチの
実施率

合計

　人工・事務事業費・事務事業指標達成度の結果にかかる分析（Check）　／　今後の展望（Action）

　健康増進課の第4次実施計画及び令和２年度新規に追加した事務事業のうち、政策的事業は17事業である。政策的事業の評価結果は、「Ｓ」6事業、「Ａ」8事業、「Ｃ」2事業、「Z]1事業となっており、主に新型コロナ
ウイルス感染症拡大の影響により、多くの事業で目標を達成することができなかった。
　施策指標としている健康増進事業については、新型コロナウイルス感染症対策のため事業の中止が多かったため、参加者数は依頼教育による講座のみの34名と大幅な減少となったことから、目標を達成できず
「Ｃ」評価とした。
　また、口腔がん検診事業については、新型コロナウイルス感染症の影響により事業を中止したため、「Z」評価とした。
　母子保健事業については、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、乳幼児健診や相談事業、教室等の開催を一部見送ったが、緊急事態宣言の解除に併せて健診を再開するとともに、相談事業や教室も、
感染対策を行った上で段階的に再開した。評価としては、乳幼児健康・育児相談事業について、４月から８月までを中止としたことから、目標を達成できず「Ｃ」とした。
  職員の時間外は、総時間で6,144時間、一人当たりで236時間（28名中1名育児休暇、2名療養休暇（延べ9か月））となっている。内訳は、新型コロナウイルス感染拡大防止対策の応援に関するものは、時間数で363
時間（一人当たり14時間）、本来業務に関するものは、5,781時間（一人当たり222時間）である。本来業務に関するものについては、前年度に比較し917時間増加しているが、これは新型コロナウイルス感染拡大に伴
い、保健予防課業務に従事するため時間外勤務を行ったり、平日の通常業務ができなかったりしたこと、及び新たに新型コロナウイルスワクチン接種準備事務が発生したことにより増加したものと思われる。今年度
については、新型コロナウイルスワクチン接種開始に伴い更なる増加が見込まれる。

事務事業（検討事業がない場合は - ） 休・廃止検討の理由（1事業も検討できない場合はその理由を記載）

－
上記各事業は、妊娠期から子育て期の母子保健事業をはじめ、市民それぞれのライフステージに応じた健康づくりを実現するために必要な事業であるため、休・廃
止ではなく、事業手法や教室等の開催回数の見直し等により、事業の効率化に努める。

R2予算（円） 744,133,000

R2決算（円） 673,985,808

事務事業（事業がない場合は - ） 事務改善の内容

－


